
 

平成２３年度 第１回 大塔地域審議会会議録 

開催日時  平成２３年４月２５日 月曜日  午後７時００分～午後８時３０分 

開催場所  田辺市 大塔行政局 ４階 会議室５ 

内  容 

○行政局職員体制について 
○管内の主な事業について 
○市町村建設計画事業の進捗について 
○その他 

出席委員 

 稲垣会長 湯川副会長 大江委員 木村委員 島倉委員 山根委員 
 洞口委員 三浦委員 
 

計 ８名 

欠席委員 
村上委員 谷口委員 
 
                               計 ２名 

出席職員 

大塔行政局 
笠松行政局長 梅本総務課長 山蔭住民福祉課長 松本産業建設課長 
鈴木教育事務所長 阪井総務課総務係長 榎本総務課総務係主査 
 
企画部企画広報課 
松川企画広報課長 虎伏企画調整係長 乾企画調整係主査 
 
                                計 １０名 

報道関係  なし 

傍聴者  なし 
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只今より、平成23年度第１回大塔地域審議会を開催いたします。 
委員の皆様、夜分お疲れのところ、ご出席いただきましてありがとうございます。

開催にあたり、稲垣会長からごあいさつをいただきます。 
 
皆さんこんばんは。ニュースを聞いていますと心が痛むことばかりですが、そんな

中、地域審議会とは何なのかということと、地域の力の大切さというものを感じまし

た。市から言われたことだけを審議するだけでなく、自分達もこれを機会に地域のこ

とを考えることも良いのかなと思っています。 
 
 ありがとうございました。引き続き行政局長から御礼の挨拶を申しあげます。 
 
 皆さんこんばんは。委員の皆様には、平素より審議会の運営にご支援、ご協力を賜

りありがとうございます。 
 この１月に予定しておりました審議会を都合により急遽中止になりましたことを、

お詫び申し上げます。 
 市長が言っているように、現在、産業力の強化、文化力の向上、地域力の充実に取

り組んでいますが、今年はさらに田辺市の価値を再確認し磨きをかけ、住んでいる人、

訪れる人に住んで良かった、来て良かったと思われるまちづくりに向け、職員一同、

努力し地域づくりに取り組んでいきたいと思っています。 
 市町村建設計画事業の実施に向けて、計画期間は残り５年ですが、これから優先順

位、必要性を再点検し、田辺市の価値を高める事業に重点を置いていくことにしてい

ます。 
 その中で大塔の進捗状況、職員の配置、管内の主な事業を説明させていただき、皆

様のご意見をお聞きしまして、取組を推進していきますのでよろしくお願いします。 
 
本日、村上委員 谷口委員が、欠席です。大江委員は、他の会議が延びておりまし

て少し遅れると連絡いただいています。 
 次に職員の紹介をさせていただきます。 
 
 （出席職員の紹介） 
 
 これからの進行につきましては、会長にお願いします。 
 
 それでは、協議案件に入ります。行政局の職員体制について、説明をお願いします。 
 
 （資料に基づき、行政局の職員体制について、各課事業内容について説明） 
 
 三川と富里の連絡所は、連絡所ではなくなったのですか。 
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 連絡所は、そのままですが、富里の職員が嘱託職員になりました。 
 
現在、連絡所において富里地域の事務を行っていただいていますが、継続していた

だけるのですか。 
 
嘱託職員と言っても、連絡所の窓口業務は当然行ってもらいます。また、地域に密

着して地域づくりに関わるよう話はしていますし、夜間の勤務についても理解をして

もらっています。 
 
 仕方のないことかもしれませんが、連絡所といえども職員をおいていただきたい。

地域の実情をよくわかった職員を常駐して欲しいのが地域の思いです。 
 
 連絡所をなくすことはないでしょうね。 
 
ふれあい訪問の中でも、市長は連絡所をなくすことは、今のところないと言ってい

ます。 
 
三川連絡所も嘱託職員となってくると、将来、連絡所を廃止すると思いますが。 

 
 住民が連絡所がないと困ると絶えず言っていくことが大事だと思います。連絡所管

内は、震災があった場合、孤立集落になることが高く、その際、連絡所は拠点になる

と思います。 
 
 旧市内の連絡所は、全員嘱託職員で、近野は、３年前から嘱託職員です。 
 平成 20年５月の市長とのまちづくり対話のつどいでは、三川と富里の連絡所は、

存続して欲しいとの話がありました。 
 
 他にありませんか。なければ、今の要望をお含みいただいて、次の管内の主な事業

について総務課から説明をお願いします。 
 
 （資料に基づき説明） 
 
 今回の会議の資料を、事前に送付していただけたら、もっと議論ができるのと思う

ので、今後は事前に送付していただきたい。 
 避難所のトイレについて、高齢者が利用しやすいよう、今ある和式ではなく、洋式

のポータブルでも置いておかないと高齢者は避難しないのではないか。 
 
（大江委員、入室） 
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 合併前に買った災害用の炊飯器は、２台まだありますか。 
 
 三川生活改善センターと富里生活改善センターにあります。 
 
日本赤十字社和歌山医療センターから災害時の訓練をしませんかと話があって、貸

出はできますか。 
 
できます。 

 
 市町村建設計画の進捗について、企画広報課から説明をお願いします。 
 
 （資料に基づき説明） 
 
 地域基盤整備基金は、最終的に残った場合はどうなりますか。 
 
 平成 27年度までは、審議会の諮問事項になっていますので、地域の基金として残

していきます。平成28年度以降は、まだ決まっていません。 
 この基金の使い道をどうするかより、この地域の課題や事業の必要性等について、

行政局と連携をとって意見書としてまとめて出していただければ、出来る出来ないは

別として十分協議し、最終市長の判断の上、決定したいと考えています。 
 市は、予算を作っていく上で地域性も加味しながらも、全体的な状況を踏まえる必

要があり、事業の必要性、緊急性から予算化しており、事業を実施する上で、地域基

盤整備基金の活用が妥当であれば、審議をいただきます。妥当でない場合は、基金以

外の財源で事業を実施していきたいと考えます。 
 
 以上でご質問がなければ、その他に進みます。 
 
 審議委員の任期は、２年で、今年の８月 31日までの任期となっています。２年の

任期は短く、現在、総合計画の後期基本計画の策定に関し、今までの経緯を踏まえて

審議会の委員にも参画していただいている状況の中で、行政局と調整を取りながら、

基本的には、現委員に再任をお願いさせていただきたいと考えています。もちろん、

お一人お一人に確認をさせていただきますが、その方向で進んでいます。 
 
１月の学校の外壁についての地域審議会の中止について、よろしくお願いします。 

 
 １月に地域審議会を急遽お願いしたわけですが、庁内の調整不足、それぞれの所管

の考えの違いを調整出来なかった私の責任です。 
 最終的には、把握出来ずに行政局に審議会開催をお願いしたこと、大変申し訳ござ

いませんでした。 
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 他にありますか。 
 
 委員の任期についてですが、公募の関係もありますので、できればご出席の皆様に

は、再任でお願いしたいと考えます。欠席の委員２名については、確認をさせていた

だきます。いかがですか。 
 各種団体から選出されている委員にも、市町村建設計画等について深く事情を知っ

ている方もいらっしゃいますので、団体の方からも現委員を推薦してもらうように進

めさせていただきたく思います。 
 
区長で来ているので、今度開く区長会で決めてもらったら良いと思います。 

 
 地域審議会は大塔の将来を考えていただくよい機会ですので、他にご意見ございま

したら、大塔行政局総務課へご連絡いただけたらと思います。 
 本日は、以上です。ご苦労様でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


